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編集後記
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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

プラズマ・核融合学会誌の編集
委員を仰せつかってから，早いも

ので 1 年と半年が過ぎました．一方で，編集委員として
の重要な役割である企画提案は未経験のままで，計画で
は私は11月と 1 月の編集委員会で提案しなければなりま
せん．学会が異なると編集委員会の役割というものも微
妙に違ってくるもので，私も他学会の編集委員会の委員
も担当しておりますが，その学会では委員個人というよ
りは所属している技術委員会で企画案を作成しています．
編集委員としての技量が問われる今回の企画提案につい
て，今編集後記を執筆しながら残り 2 ヶ月を切ってまだ
白紙の解説記事の企画提案書と，提案月である11月の編
集委員会に思いを馳せつつ，胃がキリキリしているとこ
ろです．
さて，私のプラズマ・核融合学会との縁は，2020年に
私が所属する愛媛大学で開催された年会の現地実行委員
を担当したことがきっかけでした．愛媛大学での開催が

決まった当時はプラズマ・核融合学会の名前は知ってい
た程度であったため，勉強のために2018年，2019年の年
会に参加しました．またフォト・イラストコンテストで
は，2018年度の卓上カレンダーにも採用され，初参加の
年は記念すべき年となりました．一方で2020年の年会では，
参加者の皆様に愛媛の魅力を満喫していただこうと，温
泉近くの会場で実施するべく計画しておりました．折し
もその年は Covid-19のパンデミックの年となり，年会の
現地開催は叶わずオンライン開催となってしまったことは，
非常に残念でした．皆様におかれましては，機会がござ
いましたら是非愛媛は松山にお越しいただき，今年度よ
り改修工事が終わった道後温泉本館など楽しんでいただ
けましたら幸いです．
とりとめもなく編集後記を書き綴ってまいりましたが，
本学会誌が世に出るころには無事に企画案が提出できて
いることを祈りつつ，筆をおくことにします．	（池田善久）




